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司会：小此木潔・企画委員（朝日新聞編集委員）

浜矩子さんにお越しいただきました。同志社大学

の教授でいらっしゃいます。一橋大学の経済学部

をご卒業され、三菱総研の初代ロンドン駐在員事

務所長、主席研究員を歴任され、現在は同志社大

学大学院ビジネス研究科の教授です。テレビ出演

等で皆さんよくご存じと思いますが、手にとりや

すい著書としては、岩波新書の『グローバル恐慌』、

最近お店に並んでおりますのは『新・国富論』で

す。それでは、よろしくお願いいたします。 

 

浜矩子・同志社大学大学院教授 ありがとうご

ざいます。本日、ここでお話をさせていただくと

いうことで、大変光栄に思っております。 

頂戴いたしましたテーマは、欧州経済について、

2013 年、また2013 年以降を考えるうえでのポイ

ント、勘どころというようなことですが、時あた

かも、せっかくこういうタイミングでございます

し、アベノミクスの話でもいいですよと言ってい

ただきましたので、せっかくのタイミングですか

ら、一言、二言、その辺のことも。そして、ヨー

ロッパを考えるということと決して無縁でもな

いと思いますので、その辺を振り出しに一言、二

言申しあげたうえで、ヨーロッパのほうに入らせ

ていただこうかなと思います。 

いみじくもアベノミクスのことでもと言って

いただいたのでありますが、この「アベノミクス」

という言葉を、私はなるべく使いたくないという

ふうに思います。そんな大それた、偉そうな名前

をつけてやることがしゃくにさわるという感じ

がいたしますので、あえてそういう言い方はした

くないなというふうに思います。 

“何とかノミクス”というふうにあえて言うの

であるとすれば、これはもう“浦島太郎ノミクス”

というふうに言うほかはなかろうかなと思いま

す。50～60 年ほど眠っていた人が急にグローバ

ル時代に登場して、その昔々の経済政策で何とか

グローバル時代の諸問題に立ち向かおうという

ことで、極めて無謀なことやっているということ

であるな、ということをつくづく思います。 

浦島太郎であるのみならず、この中央銀行とい

うものを相手取って、極めて恐喝的な態度をとっ

ているというところには、実に腹立たしさを深め

るばかりという感じがいたします。 

そういうふうなところでみておりますが、非常

に端的に申しあげて、いま安倍政権がやろうとし

ていることがどんどん進んでいくと、その結果ど

ういうことが起こるかということについて、私は、

どうもデフレ下におけるバブル経済化という、も

のすごく、そんなことはもとよりあり得ないはず

のことでございまして、バブルが破綻するとデフ

レになる、経済原理的に言えばそういうことなの

でありますが、どうもいまのやり方のもとでは、

そういう展開になっていくおそれがあるのでは

ないか、そんな気がしてなりません。 

金融緩和でデフレ解消は無理 

つまり、日銀を脅して、どんどんと一段と金融

緩和を進めるということでございます。金融緩和

をやると、通貨供給量を増やすことで、今日的な

デフレを解消することはできない。おおむね 10

年にも近い時間にわたって、そのことがずっと証

明され続けてきたというのに、なおもそれをさら

に規模を大きくすれば何とかなるんじゃないか

と思っているところが、また非常に大問題という

か、何を考えているのかなというふうに思います。

そうやってがんがんカネを供給する、カネ余り状

態がどんどん高じていくということになれば、そ

の余ったカネが実体経済に活力をもたらすとい

うふうには効かないということが証明されてい

るわけであります。ですけれども、やっぱりカネ

は余っているというので、結局、その余りガネは

株に行き、不動産に行き、その他もろもろの投機

対象の商品にひたすら向かっていく。いま株が上

がっているというところに、すでにしてその兆候

がみえているという感がございます。 

そういう格好で、いわゆる資産インフレという

のが、言いかえればバブル化ということでありま

すが、どんどん進行する。その一方で、モノの世

界、実物の世界は引き続きグローバル競争にさら

されているわけですから、2％の物価目標を立て

ているとはいえ、そこに容易に火がついていくと

いうことはなかなか考えにくい。モノの世界は強

制的に競争の中でデフレ圧力が引き続き強い。だ

けど、カネは一段と余っているというので、その

余りガネが資産インフレを引き起こす。資産イン

フレと実物デフレが同時進行する、そんなふうな

展開になる。これは一番たちが悪いというか、普

通はあり得ないことですけれども、あり得ないこ

とが起こってしまう。これを解消していくことは

非常に難しいだろうなというふうに思います。 

なかんずく、しかも、そういうカネ余り路線を

追求すると同時に、円安もまた大いなる目標にな

っていて、自分が登場して円が安くなったじゃな

いか、と言って威張っているという、自分の国の

通貨の価値が低くなることを誇らしげに言うと

いう、この辺の感覚も随分異様なのではなかろう
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かという気がして仕方がありませんが、そういう

ふうになっているということでございます。 

ということであれば、円が安くなるということ

は、つまり輸入物価は上がるということでもあり

ますね。輸入しなければいけない部品、資材、あ

るいは燃料、原油価格を初めとして、そういった

ものの値段はどんどん上がっていく。企業にとっ

ては、そういう状態に当面するわけです。輸入関

連の生産コストが上がる。生産だけではないです

ね。サービス業も同じことで、流通、卸・小売も

同じです。輸入に絡んだところのコストは上がっ

てくる。 

賃金上がらず、デフレは続く懸念 

にもかかわらず、やはりグローバル競争の中で、

なかなか自分たちが売っているものの値段はそ

うそう上げるわけにいかないということになれ

ば、その結果、何が起こるか。輸入コストが上が

った分を相殺すべく、賃金が一段と抑え込まれる

ということになるおそれが出てくるわけでござ

います。そこを減税で何とか賃金を上げてもらお

うということが考えられているようであります

が、あれは逆に減税分だけ賃金を上げておけばい

い、そういうお墨付きを与えているような面もあ

るわけで、下手をすれば、逆に言い訳に使われる

可能性もあります。そういう問題を仮に抜きにす

るとしても、この円安になるということは、その

分、実は、逆に賃金にさらにプレッシャーがかか

る可能性も出てくるということで、物価は上がり、

資産インフレは進む、されど賃金は上がらず。賃

金が上がらなければ、そして金利も上がらなけれ

ば、デフレは解消されていかないわけです。 

したがって、このモノとヒトの世界においては

デフレは一段と深まる中で、カネの世界だけにお

いてバブル化が進行する、こんなふうになってい

くことが懸念される。それが“浦島太郎エコノミ

クス”がもたらす結果ではないかと、私はそんな

ふうにいま思っている次第でございまして、これ

はなかなか大変な状況になってきているなと。 

経済運営だけではない部分においても、大いな

る問題が多々あることはご承知のとおりでござ

いますが、本当に暗澹たる思いの日々になってし

まったなと思っているわけであります。だからと

いってめげていてはいけないので、積極果敢に、

せいぜい口汚く悪口を言い続けようというふう

に思っております。特に本日は、オン・ザ・レコ

ードのイベントであるということでございます

ので、一段と気合いを入れて悪口を言う、こうい

うふうなことでございます。 

さてさて、この浦島太郎経済学については、後

ほどご一緒に議論もさせていただければうれし

いなと思いますが、そんなところをちょっと頭の

片隅に置いていただきつつ、ヨーロッパに目を転

じると、どんなぐあいになっているかということ

でございます。ヨーロッパの先行きということで

は、私は注目ポイントがざっくり言えば 3つある

かなと思っております。その 3つのポイントそれ

ぞれがいずれも「何々から何々へ」というふうに

見出し的には整理できると思います。3つの何々

から何々へ、ということでございます。まずその

3 つを申しあげておきましたうえで、1 つ 1 つ検

討していきたいと思います。 

「何々から何々へ」のその１。それはすなわち

「ＥＣＢからＥＣＢへ」、同じものではないかと

いうふうに思われると思いますが、その謎解きは

これからさせていただきたいと思います。 

そしてポイントその 2が「ＰＥからＰＧへ」で

ございます。いずれもローマ字頭文字方式なんで

すが、そして 3番目のポイントが「ＳＣからＭＣ

へ、それが嫌ならＤＬへ」、こういうふうになり

ます。 

さて、これらの頭文字が何をあらわしているか

ということを、できれば皆様に推理していただき

たいところでございますが、そういう時間もござ

いませんし、これがビジネススクールの教室であ

れば、皆様に考えていただくというところですが、

きょうはそういう悪趣味なことはいたしません。 

そこで順次申しあげてまいりますが、まず「Ｅ

ＣＢからＥＣＢへ」というのは何であるかという

と、この最初のほうのＥＣＢ、これは素直に、す

なわち European Central Bank（欧州中央銀行）

でございます。後ろのほうのＥＣＢは何かという

と、すなわち European Catastrophe Bank という

ことでございます。「European Central Bank か

ら、European Catastrophe Bank へ」と。どうも

ユーロ圏の中央銀行でございますＥＣＢが次第

に Catastrophe Bank 化の方向に向かっているの

ではないか、というのが私の大いなる心配事でご

ざいます。 

それを私が心配し始めたのは、かなり前からそ

の辺は気になっておりましたが、これでこの

Catastrophe Bank 化への道が一段と短くなって

しまったな、というふうに思いましたのが去年の

10 月でございました。ＥＣＢが、自分たちがス

ペインやギリシャやポルトガル等々、イタリアも

そうですね、破綻寸前国家たちの国債を無制限に
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市場から買い取る用意があるということを宣言

したのを、おそらく皆さん、ご記憶のことだと思

います。自分たちが出動していって、一朝有事に

はそういう国々の国債をどんどん無制限に買う

ことをいたしますから、ご心配なくと。「これら

の国々がデフォルトに陥ったりするということ

はありませんよ、欧州中央銀行が出動していって、

この支援をいたしますからご安心ください」とい

うふうに宣言をしたわけでございます。 

中央銀行が国債ため込む 

その宣言が効力を発揮しまして、その霊験によ

って株は上がるし、そういう破綻寸前の国々の国

債の利回りも、ぐっと危険水域から後退していく

という展開になったわけでございます。しかし、

よくよく考えてみればというか、あまりよく考え

なくてもすぐわかるわけですが、こんなに恐ろし

いことはないです。要は、欧州中銀は一朝有事に

おいては、我々は国債買い取り機関に成り下がる

ということを宣言したわけでございます。それを

宣言しろと日銀に対して迫って恫喝して、さもな

くば日銀法改正だと言っているのが安倍首相な

わけでありますが、要するに、こういうふうなこ

とで、中央銀行というものが国の借金の尻拭いを

するということを無制限にやります、という宣言

をした。こんなことをやるということは、明らか

に中央銀行の責務からものすごく逸脱したこと

でございます。 

ここにおいでの皆様はよくご承知のとおり、中

央銀行というのは通貨価値の番人。“通貨番屋”

と言ったらよろしいでしょうか、そういう通貨価

値の守り手であるというのが本源的な責務であ

るわけでございます。1つの国、あるいはユーロ

圏のような 1 つの共同体の通貨の価値を支える

ということが中央銀行の役割でございます。その

ような役割を果たす機関は、その機関としての体

質、経営の健全性というのがもとより 120％担保

されていなければいけない。そういう揺るぎなき

ものであってこそ初めて、通貨価値の番人として

の役割を、責務を果たすことができるわけでござ

いますが、そのような位置づけにある機関が、手

元に破綻寸前国家の国債という名の不良債権を

どんどんため込んでいくというようなことにな

れば、結局のところは、中央銀行が引き金を引く

形で恐慌状態に陥っていく、ということにもなり

かねないというか、どうしてもそうなってしまう

おそれがものすごく高まるわけでございます。ま

さに欧州中銀はみずから Catastrophe Bank と化

す道を選んでしまったということが言えると思

います。 

差し当たりは、無制限買い取りをやらずに済ん

でいますが、これはやると言ったからやらずに済

んでいるわけであって、また状況が変わってくれ

ば、やりますよ、と言ったことをやらざるを得な

いところに追い込まれていくわけでございます。

常 に European Central Bank は European 

Catastrophe Bank 化する危険と背中合わせで生

きているということ。このあたりがどうなるか、

まことに目が離せないというのが、これがＥＣＢ

からＥＣＢへ、というポイントその 1でございま

した。 

それに対して 2番目が、「ＰＥからＰＧへ」で

すが、では、ＰＥとは何か、そしてＰＧとは何か

といえば、ＰＥというのは Pan-Europe（汎欧州）

です。要するに統合欧州ということですから、欧

州が全体として 1 つになる Pan-European、

Pan-Europe というのが欧州統合プロジェクトの

目指すところであるわけです。「汎欧州主義」と

いうふうに言ってもよろしいでしょうか、経済統

合をどんどん進めていくということ。1つの目指

すところ、汎欧州化する、Pan-Europe 化するこ

とによって、欧州人たちが二度と再び戦争に至る

ようないがみ合いをしないようにいたしましょ

う、そういう非常に熱き思いの中で、この 1957

年のローマ条約の締結、あるいはもうちょっと以

前から始まった欧州統合の歴史というものがあ

るわけです。そこに底流として流れている考え方

は、まさにＰＥ（Pan-Europe）という発想だと思

うところでございます。 

ところが、昨今の統合欧州の状況をみていると、

これはもう次第次第にＰＥ（Pan-Europe）から遠

ざかり、どんどんＰＧのほうに大接近しているよ

うにみえてなりません。こういうふうに申しあげ

ると、ここにおいでの皆様はすでにＰＧが何かを

おわかりいただいているのではなかろうかなと

思いますが、そのＰＧとは、Pax Germanica（パ

ックス・ゲルマニカ）でございます。 

この“パックス某”という言葉も皆さんはよく

ご承知のとおりでございます。かつてパックス・

ロマーナ（Pax Romana）、ローマ帝国の繁栄によ

る平和ということが言われました。ローマ帝国が

栄えている限りにおいて、周囲の世界全てが永遠

の平和を享受できるということで、ローマが栄え

ることがすばらしいことなのであると、大ローマ

帝国の人々がそうやって威張りくさったわけで

あります。そしてその後、時代が下って、パック

ス・ブリタニカ（Pax Britannica）というのが登

場したことも釈迦に説法、ご承知のとおりでござ
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います。大英帝国の人々がパックス・ロマーナを

もじって、大英帝国の繁栄こそ世界に永遠の平和

をもたらすのであるというふうに、これまた威張

りくさるということがあって、パックス・ブリタ

ニカという言葉が誕生した。 

そして、戦後においては、それをさらにもじっ

て、パックス・アメリカーナ（Pax Americana）

の時代が到来というふうなことが言われて、戦後、

アメリカ以外の国々、日本もヨーロッパもみんな

焼け野原と化してしまう中で、おおむねほとんど

無傷のアメリカがそこに突出した強さを集約し

て存在していたということで、パックス・アメリ

カーナ時代が幕をあけたというふうなことが言

われたわけでございます。 

歴史的にはそういう展開で来たわけでござい

ますが、私は、いまのグローバル時代、このグロ

ーバルな経済社会全体、地球経済全体を考えたと

きには、もはやこの“パックス某”という言い方

は成り立たない、そういう時代状況に我々は当面

していると思います。グローバル時代は“パック

スだれでもない”時代であると考えるのが自然か

なというふうに私には思えます。 

なぜかといえば、これは非常にシンプルな話で

ありますけれども、グローバル時代というのは、

ヒト・モノ・カネが容易に国境を超えて、自分に

一番都合のいいところにどんどんすっ飛んでい

ってしまうという時代。ヒト・モノ・カネの著し

い流動化時代であるということでございます。 

ということになれば、そのような時代の中にお

いて、1つの国あるいは 1つの共同体が他の追随

を許さないような、突出した強さというものを独

占する、そういうことは非常に成り立ちにくいの

だというふうにいまは思います。 

“パックスだれそれ”というふうな、こういう

称号を与えられるにふさわしいと言えるための

条件は何かと言えば、それはまさしく本当にその

他大勢の追随を全く許さない、突出的な強さを独

占している。だからこそ、そういう“パックスだ

れそれ”と言えるということでございます。まさ

に“パックス・ロマーナ”のときというのは、本

当にそういう状態だったわけです。ローマ帝国の

内側と外側との間では、月とスッポン以上、雲泥

の差以上の差がある。このパックス・ロマーナ、

ローマ帝国の内側は非常に文明が大いに栄える

世界であるが、その一歩外に出れば、ほとんど

人々はまだなお洞窟の中に住んでいるに等しい

ような状況、それだけの突出度がある。それだけ

の“パックスだれそれ”と、その他大勢との間に

それだけの格差があってこそ、初めて“パックス

某”と言えるわけでございますが、そのようなぶ

っちぎりの強さというものをだれかが独占する

ということが、ものすごくやりにくい状況になっ

ているのがグローバル時代である、というふうに

考えるところでございます。 

ユーロ圏存続はドイツ次第 

グローバル時代とは、ドングリの背比べ時代で

あって、パックス某が君臨するという時代ではな

いということを、基本的には私はそういうふうに

思っている次第でございます。だから、グローバ

ル時代を全般的な時代状況としてみれば、もう

“パックスだれでもない”時代だというふうに考

えるのが妥当なところだと思います。 

しかしながら、ヨーロッパに限って、そこにフ

ォーカスを与えてみてみると、そこには、日に日

にパックス・ゲルマニカの様相が深まる姿がみえ

てきている、そういうことではなかろうかなと思

います。いまやユーロ圏というものも、生かすも

殺すもドイツ次第というふうな状況になってい

ることも、ご承知のとおりでございます。ドイツ

がギリシャなどを抱えたままの単一通貨圏とい

うものを支えていくために、我々が一方的にカネ

を出すというのはもう嫌だというふうに、もしド

イツが言ったとすれば、そこでこのユーロ圏は一

巻の終わりになるということは間違いないとこ

ろでございます。このところ、大いに取り沙汰さ

れている「銀行同盟構想」というものがあります。

銀行の監督、そして金融システムの安定を図る、

そういうすべての責務を、ＥＵレベルに統合して

しまう。一本化してしまうということで、預金保

険もしかり、銀行監督もしかり、全てのそういっ

た機能をＥＵレベルに集約してしまって、加盟国

それぞれが銀行監督や金融システムの守り手と

して独自に展開することはやらない、という方向

でいこうということに一応の合意が、この昨年末

からことしの年明けにかけて、おおむねそういう

方向で合意したような格好になっていることも

ご承知のとおりでございますし、破綻寸前国家を

支援するための金融支援のシステムも一本化し

ていこう。そして、欧州共同債あるいはユーロ圏

共同債というやり方で公共債を発行するという

こともやりましょう、だんだんそういう方向に動

いているわけでございます。 

このこと自体について言えば、私は、統合欧州

はだんだん深入りしてはいけない方向に深入り

することによって、急場しのぎをするという展開

になっている。そういう意味では、2013 年以降
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のＥＵは深入りにご用心、深入りは命取りという

ふうに言うべきところかなと思います。 

何でもかんでも統合欧州レベルに一本化、集約

してしまうということをやればやるほど、国々は

窮屈になり、そしてそのルールを守ることが負担

になり、したがって亀裂が深まる、亀裂が広まる

危険性は、そういうことをやればやるほど、無理

をすればするほど大きくなるというふうに思わ

れるのでございますが、いや、そうではないのだ、

一本化していく、統合を最終的なところまで追い

込んでいくことによって危機を打開していく。そ

ういういわば非常にかたくなな方向性に向かっ

て邁進するという姿になっているわけでありま

す。その方向性でみんな動いていけるかどうかと

いうことも、結局のところは、ドイツがどういう

態度を示すかということに一義的に依存してい

る、というのが、ありていにいま申しあげる実態

でございます。みんなドイツがどういう態度に出

るかと、ドイツの顔色をみながら、その他大勢が

動き方、態度を決めている、そういう状況になっ

ているわけでございまして、まさにパックス・ゲ

ルマニカというふうにしか言いようのないよう

な状況に、一歩また一歩と近づきつつあるのが、

統合欧州のきょうこのごろであるなということ

をつくづく思います。 

これは実に皮肉な展開だなということを、私と

してはつくづく思います。と申しますのも、まさ

しくユーロという単一通貨をつくるという方向

にヨーロッパ人たちが大きくドーンと足を踏み

出した。その方向に一歩足を踏み出す大きなきっ

かけといいますか、モチベーションになっていた

のが、まさに何としてもこの統合欧州がパック

ス・ゲルマニカになることを阻止しなければいけ

ないという問題意識であった、ということが言え

ると思います。ドイツの突出を許さないために、

ドイツを単一通貨圏というものの中に封じ込め

てしまおう。ドイツ・マルクという通貨が統合欧

州最強通貨として君臨することがないように、ド

イツ・マルクというものを消滅させてユーロ圏と

いう統一通貨圏の中にドイツを入れ込んでしま

おうという、ドイツ封じ込めのための器として単

一通貨ユーロというものは非常に意識されたと

いう側面がございます。 

ユーロが抱える矛盾 

そういうものとしてのユーロが誕生する大き

な要因となったのが、89 年のベルリンの壁の崩

壊、そして 90 年の東西ドイツの統合という展開

であったというふうに思います。それまでは本当

にすったもんだしていて、欧州統一通貨なんて、

全然つくる必然性はないというような人も多々

いた。どういう条件のもとであれば、この単一通

貨というものが成り立つのかということをめぐ

って、本当に喧々諤々と議論が延々と続くという

日々であったわけでございますが、ベルリンの壁

が倒れて、統一ドイツが出現したというところに

なって、あっという間にユーロ導入に向かって物

事はどんどん動いていった。そういう経緯がござ

いましたことも、皆様、よくご記憶の中にあると

ころだろうと思います。 

端的に申しあげて、あの時点で東西ドイツの統

一という大いなる歴史的な出来事がなければ、あ

のときに、そういうことが起こっていなければ、

いまなおユーロという通貨は存在していないだ

ろうなと私は思います。相変わらず通貨統合の是

非をめぐって、彼らは盛んに議論をしているとい

う段階にとどまっているのではなかろうかと思

います。 

ですから、まさにユーロという通貨は、経済原

則的、経済の力学的にみんな納得がいったから、

その方向に動いた結果として今日存在している

というのではなくて、統一ドイツに対する人々の

大いなる恐れ、またぞろドイツのひとり歩きが始

まるのではないか。なかんずく東ヨーロッパに向

かって扉が開いたドイツですから、そこを軸に大

ドイツ共栄圏を構築していくというふうな展開

になったら大変だ。そういう危機感がドイツ封じ

込めのための器としてのユーロを一刻も早く現

実のものにしなければいけない、という思いに向

かって人々の発想をぐっと集中させていったと

いうことが、あの当時においてあったと言えると

思います。 

片やドイツもまた、そういうその他の国々の恐

れ、脅威、懸念というのは、百も承知の状況でご

ざいました。みずからを封じ込めるための器、そ

んなものにどうしてドイツが合意したのかとい

うふうな疑問も出てくる面はありますけれども、

でも、よくよく考えてみれば、そういうものとし

てのユーロをドイツがあの時点で拒否するとい

うことをしていれば、それはもう本当に「そら、

みたことか」というので、やっぱりあいつら下心

があるんだろうと言われてしまうわけでありま

して、ドイツとしては全てのことが極めてやりに

くい位置づけになっていってしまうということ

があったわけで、ですから、むしろユーロが自分

たちを押さえ込むため、封じ込めのための道具で

あるということを百も承知であったからこそ、当

時のドイツはむしろ積極的にフランスと手を結
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んで、独仏枢軸でこのプロジェクトを成功させる

というスタンスをとったという、非常に苦渋の選

択であろうかとは思いますが、それしかたぶん選

択肢がないという決意のもとに踏み込んだので

あろうかな、と思うところでございます。 

そんな、本当に大いに揺れる思いを彼らが抱き

ながら、ヨーロッパ全体としてユーロという通貨

を導入するという決断をした。それはまさしくヨ

ーロッパのパックス・ゲルマニカ化を防ぐために

ユーロを導入したというのに、ところがところが、

いまや、なまじユーロという通貨があるがゆえに、

このパックス・ゲルマニカ化がどんどん進んでし

まうという、ものすごく皮肉な、矛盾した状況に

彼らは当面している、そういう現実があると思い

ます。この事実と、どうやって彼らは生きていく

のかというのが非常にいま重くのしかかってい

るテーマだなと、つくづく思います。 

そんなことをいろいろ思うところでございま

すが、ドイツとしても非常にその辺はつらいとこ

ろだと思います。生かすも殺すもドイツ次第なわ

けでありますから。けれども、ドイツがユーロ圏

にいまの息の音をとめる、とどめの一発をドイツ

が発してしまうというような格好にはやっぱり

なりたくないという思いは非常に強いことは間

違いないだろうと思います。だけど、もういい加

減にしてくれ、という感じも、これまた強いこと

は間違いございませんよね。「どこまで我々のす

ねをかじって生きていけば気が済むんだ」という

ふうに言いたい面は多分にあると思います。ドイ

ツのすねをかじって生き長らえるだけならまだ

しもでございますが、すねをかじりながらも、「あ

いつら、ナチスではないか」とか、「メルケルさ

んはやっぱりヒットラーだった」とか言うわけで

す。「おめぐみを」と言って手を差し伸べながら、

実は足では、すねをキックされている。そういう

立場は本当にうんざり、というふうなことになっ

たときに、もしドイツが「もうこれまで」という

ことで統合ユーロ圏あるいは統合欧州そのもの

に背を向けて出ていくということにならないと

も限らない、そういう状況が実際問題としてある

というふうに思います。 

ドイツの忍耐にも限度 

どこまで堪忍袋の緒を切らずに持ち続けるこ

とができるか、相当ぎりぎりのところに来ている

だろうなというふうに、いま思います。出て、自

分たちが背を向けるのが嫌なら、もうちょっと言

うことを聞けというふうに言いたい気持ちも非

常に強いだろうと思います。 

そういった思いの深さ、つらさが最近のメルケ

ルさんの物の言い方には結構出てきているとこ

ろがあるなと思います。さすがに「自分たちの言

うことを聞け」とは直接には言わないけれども、

もっと欧州委員会に国々の財政状況の監督、権限

を集約すべきだとかいうようなことは言ってい

るわけでございまして、相当にぎりぎりのところ

に来ているということは間違いないところであ

ると思います。 

そういうわけですから、パックス・ゲルマニカ

化で、ドイツのそういう実態が顕在化することに

なるのか、あるいはその前にドイツが背を向けて

統合欧州から出ていくか、それはそれでまた非常

にきな臭いことにもなるわけでありますが、いず

れにしてもこの Pan-Europe から Pax Germanica

へと向かう流れがこれから先どうなっていくの

かというのは、これも非常に目の離せないところ

でございます。 

ということで、2 番目が Pan-Europe から Pax 

Germanica へという話でございました。3 番目の

ポイントの「ＳＣからＭＣへ」、あるいは「それ

が嫌ならＤＬへ」、という言い方で何を言いたい

かというと、ＳＣというのは、すなわち Single 

Currency（単一通貨）でございます。それに対し

てＭＣというのは Multiple Currency（多通貨）

です。「単一通貨から多通貨へ」というのがＳＣ

からＭＣへということで申しあげたいことでご

ざいます。そして、ＭＣ（多通貨）へというのが

嫌ならＤＬしかないだろうというふうに思って

いるのでございまして、この「ＤＬ」というのは

何かというと、それはすなわち Dual-League、2

リーグ制ということでございます。 

単一通貨圏は風前の灯 

全体として、これをくくって言わんとしている

ことは何かというと、いま私は、単一通貨圏とし

てのユーロ圏というのは、もう風前のともしび化

していると思います。遠からず消滅であるという

ふうに思っていたほうがいいだろうという感を

日々強めている次第でございます。もう遠からず

消滅でございますので、もしこの部屋の中にユー

ロ建ての外貨預金などをたくさんお持ちの方が

おいでになれば、いまのうちに整理をされておく

ことが必要であろうかと思います。 

こういう感じの微妙な笑いが広がるというこ

とは、結構持っている方がたくさんおいでになる

ということかなと思ったりもするわけでありま

すが、到底これは、どう考えても、理屈として持
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ちこたえることはできないと思います。なぜそう

思うかということもこれから申しあげてまいり

ますが。 

単一通貨圏がもたない、崩壊してしまうという

ことになれば、その後に、崩壊後に浮上していく

のは、昔の国々の通貨が復活してくる。すなわち

多通貨体制への逆戻りということになる。

Multiple Currency 体制に再び戻る、Single 

Currency から Multiple Currency 体制への回帰

ということが展望されるというわけです。 

だけど、それを断固阻止というので、どんどん

統合を深める。もっとがっちりユーロ圏というも

のの求心力を強めていく。そのためには金融シス

テムの監督も一本化する。銀行に対するいろんな

預金保険を初めとする、そういう安定化のための

システムも全部一本化していく。国債の発行もユ

ーロ圏としての 1 つの債権に束ねてしまうとい

うような統合をどんどん深め、求心性を強めると

いう格好で、ＳＣからＭＣへを阻止しようという

ふうにしているわけでございます。しかし、それ

をすればするほど、お仕着せワンサイズの窮屈さ

というものが国々を痛めつけていく。それぞれの

国々がそれぞれにぴったりサイズの経済運営が

できるというのであれば、むしろ逆に求心力は高

まっていくということではなかろうかと思うの

ですが、それと逆の方向に向かっている。 

いまの一本化、均一化、求心力を高めるという

統合度を高めるということによって、秩序を保と

うということをする。そういう方向性が政治や政

策や行政の中で出てきたとき、そうやって、いわ

ば無理強い的にお仕着せワンサイズを人々に受

け入れさせようとする流れが出てきたときに、必

ず私は思い出すある人のある言葉がございます。

そのある人とはだれかというと、スペインが世界

に誇るテノール歌手のホセ・カレーラスという人

でございます。もうそろそろ、もうほぼ半分引退

の感じになってきていますが、このホセ・カレー

ラスと同じスペインのプラシド・ドミンゴ、そし

てイタリアのルチアーノ・パヴァロッティという

3大テノールたちが、いわば 3大テノールという

グループを結成して、世界ツアーをしたことはご

記憶にあろうかと思います。日本にも 3大テノー

ルで仲良くやってきたことがございました。 

その一環を形成するのはホセ・カレーラスさん

なのでございますが、この人はスペイン人ですけ

れども、実は彼は、かのバルセロナの出身者でご

ざいます。バルセロナというのはご承知のとおり

ですが、カタルーニャ地方の州都でございます。

ホセさんはスペイン人でありますが、カタルーニ

ャ出身で、あるとき、こういうことを言っており

ました。テレビで彼のドキュメンタリー番組をや

っているときに、インタビューに答えて言ってい

たんですが、彼は、自分がカタルーニャ人である

ということを幅広く許されれば許されるほど、カ

タルーニャ人としての自分のアイデンティティ

ー（人格）を幅広く認めてもらえればもらえるほ

ど、スペイン人らしい気分になっていく。カタル

ーニャ人であるということを認知されればされ

るほど、スペイン人であってもいいなというふう

な思いが強まる、ということを言っていました。 

つまり、自分らしく生きる、自分らしくあると

いうことを幅広く認めてくれた、そういう組織に

対してはおのずと帰属意識が強まっていく。だけ

ど、おまえはカタルーニャ人ではない、スペイン

人なんだ、というふうにスペイン人としての国籍

をお仕着せられればられるほど、自分はスペイン

人ではない、カタルーニャ人であるという、第一

義的にカタルーニャ人であると言いたくなる。ス

ペインという国に対する帰属意識、愛国意識とい

うものが低下していく。そういうことを彼は言っ

ておりました。 

この人は、カタルーニャ人であるから余計そう

いうふうに思うという部分はありますね。これも

ご承知のとおりだと思いますけれども、カタルー

ニャ地方というのは、かのフランコ独裁恐怖体制

の時代においてものすごく差別され、迫害された

地域でございます。まさにカタルーニャ人として

のアイデンティティー意識が強い。民族自決意識

が強いがゆえに、フランコ体制のもとにおいては

非常に弾圧された。カタルーニャ語は絶対に使っ

てはいけない、カタルーニャ独立、民族自決運動

をする者はみんなつかまえて拷問にかけるとい

うので、彼らがフランコ政権を相手取って戦った

のが、スペイン内乱の核にある部分であったこと

はご承知のとおりでございます。 

このホセさんのお父さんもカタルーニャ独立

民族自決のために頑張って、フランコ体制下でも

のすごく迫害された。そういうバックグラウンド

があるがゆえに、余計カタルーニャ人であるとい

うことを認めてもらえて初めてスペイン人だと

いうふうに言うような帰属意識というものが芽

生えるものだ、そういうことをホセさんは言って

いたわけでございまして、これはそういう特別な

バックグラウンドがあれば一段とそうでありま

すけれども、これは人間の心情だろうというふう

に思います。 

私もかつて三菱総合研究所という会社に勤め

ておりまして、時間がたつとともに、何で私はこ
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の会社にこうも帰属意識がないんだろうという

ふうに思い始めた。それはなぜかと言えば、自分

はこの会社に対してこういうふうに自己展開す

ることで一番貢献できると思っているのに、おま

えがやるべきことはそれじゃなくてこっちをや

れとか、退屈な会議にちゃんと出ろ、というふう

に言われる中で、ホセさんの言っていることがす

ごくよくわかるなというふうに思うに至って転

職をしたわけでございます。同志社大学に転職し

てから、もう早いもので 10 年たつというふうな

状況になってきまして、また次第次第にホセさん

の言葉が身につまされるなあという心境になっ

てきているきょうこのごろだということを、あわ

せて申しあげてしまうのでございます。そんなも

ので、おまえらはおまえららしく生きるな、ＥＵ

人というのはこういうふうに生きるものだよ、と

いうふうに言われれば反発するに決まっている

わけでございます。そういうところがわかってい

ないところが、統合欧州構想というものの本源的

なまずさ、欠陥ではないかと私は思います。 

ですから、ユーロなどという単一通貨を押し着

せるということをせず、その単一通貨を守るがた

めに、ＥＣＢはＥＣＢ化の危機に瀕しているとい

うような状況でございますし、それぞれの国の実

情に全然合わない 1 つの政策金利のもとで経済

運営をしなければいけないというようなことが

ある。そういうような状況の中でギリシャ問題な

どというものが出てきたわけでございますから、

それぞれがそれぞれらしく自己展開するという

状況をつくったほうが、むしろ求心力は高まって

いくのだと思いますが、全然逆の方向に行ってい

るわけですので、こんなものがいつまでも続くわ

けはないだろうというふうに、いまは思います。 

崩壊に向かっているのでは 

そもそも単一通貨というものが実現し、それが

持続していくためには、その単一通貨を共有する

国々や人々の間で完璧に経済実態が収斂してい

る。経済実態が収斂しているというのはどういう

ことか。平たく言えばその共同体、その経済圏の

中に一切地域経済格差がないという状況です。そ

の経済圏の中なら、どこに行っても津々浦々物価

水準は皆同じ、賃金水準もまた同じ、失業率も全

く横並び、したがって金利水準も全くおのずと等

しくなる、こういう条件が成り立っていないとこ

ろに単一通貨が生まれるはずはない。 

そういう条件が成り立っていないのに、どうし

てもそこに単一通貨を導入したいのであれば、こ

の経済実態の完璧収斂にかわるものとして、その

経済圏の中において所得移転がうまくいくよう

にするための中央所得再分配装置をつくってお

くということが求められる。それがすなわち財政

というものであるわけです。その経済圏の中にお

いて統一的な所得再分配を担うための財政機構

というものをつくるか、それが必要のないような

経済実態の完璧収斂が成り立っているか。その 2

つに 1つの条件が整っていなければ、この単一通

貨圏というものは誕生することもないし、したが

って、当然ながら、長続きすることもないわけで

ございます。いまのユーロ圏にはこの 2つの条件

のいずれも存在していない。そして所得移転装置

としての統一財政というものに対して、まさにこ

れを生かすも殺すもドイツ次第、こういう状況が

ずっと続いている。このような危うい姿のもとで

ユーロ圏が安定的に持続するということは、理屈

として非常に考え難い。したがって、崩壊に向か

って進んでいるのではなかろうか、というふうに

思います。 

仮に、この統一財政というものをつくってしま

ったとすれば、それはまさに深入りはご用心の、

最も用心すべき深入りの方向に行って、結局維持

不能になるというのが落ちではなかろうかな、と

いうふうにいまは思います。この Single 

Currency 体制を維持していくことは非常に難し

い状況になっているということであります。 

2 リーグ制ユーロ圏という選択 

それでもどうしてもユーロというものを持続

させたいのであれば、その場合にやるべきことは、

お仕着せワンサイズをさらに深めていく、ガチガ

チに全部統一、均一化、一本化という方向に行く

のではなくて、ＤＬ(Dual-League)方式に行くと

いうことが考えられるのではないかなと思って

います。Dual-League、2リーグ制ユーロ、2リー

グ制ユーロ圏ということでございます。 

要は、アメリカの野球のシステムと同じで、ユ

ーロ圏の中にメジャーリーグとマイナーリーグ

を設けるということ。全てのプレーヤーはメジャ

ーリーグでプレーするということを前提にはい

たしますものの、そうはいっても、ちょっと調子

が崩れた、うまくいかない、というふうになった

加盟国は、とりあえずマイナーリーグにちょっと

落ちていって、そこで調整をして、しかるべく調

子が戻ってきたらまたメジャーリーグにカムバ

ックするというような、そういう 2 リーグ体制。

メジャーリーグとマイナーリーグを 1 つのユー

ロ圏というものの中に用意しておけば、そしてそ

の間を上手に行き来することができるようにす
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れば、もしかすると Single Currency、（単一通

貨体制）を維持することができるかもしれない。

だけれども、ガチガチに統一一本化というのをや

ると、まさにホセ・カレーラスさんが言っていた

とおり、どんどんユーロ圏の一員であることが嫌

になって、結局、崩壊に至ってしまう、そういう

ことではなかろうかな、そんなふうに思っている

ということです。 

以上の 3つが、いまの欧州をみるうえでのポイ

ントになるのかなと思いますが、最後に一言、一

応 1時間頂戴していて、あと 2分ぐらいあります

ので、ちょっと一言だけ、単一通貨体制というも

のについてつけ加えさせていただきますならば、

いまのヨーロッパが直面している状況は、日本経

済にとっても非常におもしろい教訓がその中に

込められていると思います。 

いまのユーロ圏の状態が日本に対して投げか

けているテーマは何かと言えば、私が思いますに、

すなわち日本はいつまで円単一通貨圏であり続

けられるか、というテーマになってくると思いま

す。いま明らかに日本国は円単一通貨圏でござい

ます。津々浦々どこへ行っても円しか使っていな

いのでありますから、円単一通貨圏でございます。

実態はそうですが、では、いつまでこの体制を日

本国は維持していくことができるであろうか。そ

もそもいまなぜ日本は円単一通貨圏なのであろ

うか。 

先ほど申しあげました単一通貨圏というもの

を成り立たせるための 2つの条件、その 1が、そ

の経済圏の域内において、経済実態の完璧収斂が

成り立っていること、さもなくば、条件その 2、

すなわち中央所得再分配装置としての財政がし

かるべく機能していること。その 2つのうちのど

っちかがあってこその単一通貨圏ということで

ございますが、では、いまの日本はどうか。 

第一条件を満たしているか。日本国、津々浦々、

どこに行っても経済実態は全く同じかと言えば、

全然そんなことはないわけでございます。東京一

極集中ということが言われて久しい。そして、地

域の疲弊ということが言われて久しい。疲弊して

いる地域の間にも結構格差はある。有効求人倍率

は地域で大きく開いている。したがって、いま日

本が円単一通貨圏であり得ているのは、明らかに

経済実態の完璧収斂が成り立っているからでは

なく、実はこれまで財政が所得移転効果機能を果

たしていたからなわけでございます。 

ところが、日本国の財政がいまや風前のともし

び化しているということでございます。もしいま

日本国の財政がその所得移転効果を果たすこと

ができなくなるというふうになれば、その時点で

日本国は円単一通貨圏であり続けるための条件

を欠くということになる。そこで、日本は一国多

通貨体制に移行するということも考えられるの

ではなかろうか、ということも 1つあわせてつけ

加えさせていただいたうえで、ぜひたくさんのご

質問、コメントなどをいただく、ちょうどそうい

う時間になってまいりましたので、ひとまずここ

で私の話は終わらせていただきます。 

どうもおつき合い、ありがとうございました。 

≪質疑応答≫ 

司会 どうもありがとうございます。もし、メ

ルケルの立場に浜さんがいらっしゃったら、「も

うやめた」とおっしゃるのか、それとも、よく考

えたら、パックス・ゲルマニカじゃないけれども、

ヨーロッパ経済の中心で一人勝ちのようなおい

しい位置にもいるわけだから、財政再調整で、困

ったところを助けるぐらいは税金でやってもい

い、と考えるのか、それはどちらになるんですか。 

 

浜 そうですね、「もうやめた」というよりは、

「もうやめよう」というふうに言うという感じだ

と思います。これはやっぱりうまくいっていない

でしょうと。やっぱりホセさんが言っていたこと

に耳をちゃんと傾けましょうよ、というので、み

んなそれぞれがそれぞれらしく経済運営も諸々、

政策も行政もそれなりにやる中で、仲良くしてい

きましょう、支え合うところは支え合っていきま

しょうと。だから、「この窮屈なお仕着せワンサ

イズをみんなで一気に一度脱いでみましょうよ」、

そういうふうに言うだろうなと思います。 

 

司会 ありがとうございます。それでは、会場

の皆さんからご質問いただきたいと思います。 

 

質問 いまの、メルケルさんだったらというお

話ですけれども、どうなのかなと私は思うんです

が、単一通貨というのは固定相場制と同じことで

すよね。域内において、固定相場にすれば、産業

力が強いところが勝ってしまう。ある意味、通貨

というのはハンディキャップ機能があるわけで、

ハンディキャップなしのガチンコ勝負を全ての

ところが強いられれば、産業力のあるドイツが勝

つのは当たり前で、だから、ドイツがむしろユー

ロに乗ったのではないかなと思うんです。当然、
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いまのシステムがドイツにとって有利なシステ

ムであれば、ドイツは財政を通じて再配分をする

ことによって、自分たちに都合のいいこのシステ

ムを存続させる、最終的にはそうではないかと思

うんです。ただ、民主主義ですから、物事がわか

っている人は、本音はそうなんだけれども、国民

からすれば、なぜスペインやギリシャに金をやる

んだと。なかなか民主主義というのは難しいと思

うんです。究極的には、僕はいまドイツが得する

仕組みではないかと思うんですが、その辺はいか

がでしょうか。 

 

浜 ご指摘の趣旨は非常によくわかりますが、

まずは、冒頭でおっしゃったことが非常に重要で、

単一通貨制度と固定為替相場制度というのは、本

源的に違うんです。そこをまず認識する必要があ

って、要するに、どういうふうに違うかというと、

単一通貨制度というのは、弱い者のただ乗りを許

すシステムです。固定為替制度というのは、強い

者の君臨を許すシステムです。 

どういうことかというと、要は、ブレトン・ウ

ッズ体制のもとではドルが基軸通貨であって、ド

ルが最強通貨で、その通貨との固定関係をその他

大勢はみんな守るために、自分たちの経済運営を

調整していかなければいけない。1ドル 360 円を

守るためには、国際収支が赤字になってはいけな

いとか、そういうことを、その他大勢が調整を強

いられるシステムが固定為替相場制です。 

単一通貨制となれば、これはまさにギリシャが

あれだけ借金ができたのは、固定為替相場制のも

とではあり得ないことですが、単一通貨制であれ

ば、ドイツと同じユーロで借金ができちゃう。そ

して、最終的にはギリシャは金欠になったら、き

っとドイツが助けるに違いないというような思

惑もあって、カネを非常に楽ちんに借りられると

いうふうな経済効果をもたらす。だから、固定為

替相場制度と単一通貨制度というのは、経済効果

がものすごく違うので、そこはまず識別したとこ

ろから話を始めなければいけないですね。 

ドイツにとって、ユーロという単一通貨が、お

っしゃるような恩恵をどこまでもたらしてきた

か。1つは、ユーロをつくるときに、結構そうい

うおっしゃるような方向に行かないために、マル

クを相当に過大評価した形でユーロをつくった

という問題もある。そして、どんどんただ乗りが

出てくるということは、結局のところはやっぱり

強いでしょ、というのでどんどんドイツの支援負

担が増えていくということになっていくという

側面があるわけです。 

ご承知だと思いますけれども、ユーロが誕生す

る前に、ＥＭＳ（欧州通貨制度）という固定為替

相場制度がありました。あれは、事実上、かつて

の西ドイツ・マルクを基軸通貨とする固定為替相

場制度だったと言えると思いますが、あのときは、

ドイツ・マルクというものが軸になって、それに

みんな実態を収斂させてくるということであり

ましたから、ドイツの立場というのは非常に強か

ったわけですけれども、むしろユーロ圏になって、

そういう強い立場はなくなるが、責任は増えると

いうことで、やっぱりものすごくやりにくさを感

じている面は多分にあると思います。 

ですから、よく言われる、弱い通貨、西ドイツ・

マルクより弱いユーロだからいいじゃないか、と

いうふうなご指摘も往々にしてありますけれど

も、そういうものではない部分が多分にあるとい

うことは思います。ユーロが弱い通貨だから得を

するというのは、あくまでもユーロ圏外に対する

話でもありますので、その分の国内取引の割合の

高さも考えないといけないですが、なかなかそう

は問屋が卸していない状況だと、私はそんなふう

に思っております。 

 

質問 いまの質問と関連しますけれども、ユー

ロの前に共同市場というものが生まれて、その共

同市場のメリットが非常に大きかったわけです

ね。これがもし散逸しちゃうと、各国の競争条件

というのが、共同市場とユーロがあったからこそ、

当時はアメリカ、日本が非常にターゲットになっ

ていたわけですけれども、その対外競争条件が保

たれてきた。ギリシャはちょっと疑問ですけれど

も。これは結局、もし雲散霧消しちゃうと、どう

いうふうになるんでしょうか。 

 

浜 まず、そもそもご指摘のとおり、ユーロと

いう単一通貨が誕生する以前において、欧州単一

市場、ＥＵ単一市場というのが存在したわけで、

その単一という言葉の意味は、ヒト・モノ・カネ

とサービスの移動が自由であるということと、そ

してモノの取引については、関税障壁がない、非

関税も含めてですけれども、ヒト・モノ・カネと

サービスの移動に関して一切障壁が、関税も非関

税も制度上ないという、そういう体制をつくった

ところで、単一市場は一応完成の域に入ったとい

うことであったわけです。その単一市場が機能し

始めて、もともと関税同盟をつくった段階は、

1960 年代でありますが、それがさらに、これは
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モノの世界ですけれども、それがヒトやカネやサ

ービスに拡大していくということで、単一市場が

公式に始まりましたよというふうにアナウンス

されたのが 1985 年か 6 年だったと思います。そ

ういう状況は、ある意味では単一通貨に先行して

ずっとあったわけでありまして、別段、ユーロと

いう単一通貨がなくても、障壁が取り去られたと

いうことによって、域内貿易が非常に増えるとか、

カネの移動も活発化するとかいうこともあった。

だから、この単一通貨なかりせば単一市場は成り

立たない、というふうには言えないと思います。

効率が高まるとか、為替リスクがなくなるという

のはもちろんありますけれども、単一市場を機能

させるための必要条件として単一通貨がある、と

いうふうには言えないと思いますので、もとの状

態に戻るだけで、それなりには行くと思います。 

 

質問 お話を伺っていて、いつものことながら、

極めて鋭利、犀利、そしてシビア、溜飲の下がる

思いという面はあるんですけれども、しかし、下

がりっぱなしでもちょっと困るんですね。 

浦島エコノミクス、浦島太郎は玉手箱をあけて

煙が出て、一挙にじいさんになってアウトになっ

てしまうわけですが、安倍さんも、言い出したこ

とはいまさらもう全て引っ込められないだろう。

白煙はもう上がっちゃったのか。それとも、何か

の形で煙をもとへ戻すか。正月だから、あまり厳

しくなく、逆に言えば、厳しいあなたから、こう

いう手はあるんでないのという、何か一言、明る

さはないものか、という期待を込めて、無理かも

しれませんが、答えを。 

 

浜 そうですね、まあ、明るい……。彼が前回

総理大臣だったときに、彼がやった最大のいいこ

とはやめることでありました。今回もその手はあ

るかなというふうに思いますが、まあ、どうでし

ょうね、心を入れかえる……。人は人ですので、

なかなか難しいものがあると思いますね。周りに

全然、いまの彼の周りを固めているとおぼしき

人々、経済の分野も、その他外交とかもそうです

けれども、全部それらを彼が一番聞きたくないこ

とを言う人たちに入れかえる。それで、はたと気

がつくか、あるいは耐えられなくなってやっぱり

やめるか。そのいずれかの、若干そういう意味で

は、いまの状況から変わる可能性は出てくるかも

しれないというふうにいま思いますが、やっぱり

やめていただくのが一番いいのではないかとい

うふうに思う次第でございます。 

質問 さっきの 2部制の話、これは非常におも

しろいんですけれども、例えばＪリーグの場合は、

Ｊ1 とＪ2、もっと下もありますよね。入れかえ

戦があるわけですね。それでいま、16チームか、

わかっていますね。いまヨーロッパの中で、Ｊ1

というか、Ｅ1 はどことどこの国で、Ｅ2 はどこ

とどこの国で、その入れかえ戦というのはどうい

う形で行われるのか、そういうのをちょっと聞か

せていただければ。 

 

浜 ユーロＡ、ユーロＢとかいうような感じで

考えれば、明らかにメジャーのリーグに入るのは、

ドイツはそうですけれども、あとはベネルクスと

か、ああいう小さいところはそれなりに一生懸命

やっていて、あとは東欧の小さいところも結構そ

れなりに対応しているというところがあります。 

だから、ドイツ・プラス小国連合、あとはみん

なマイナーリーグという感じじゃないでしょう

か。フランスはそれに対して激しく抵抗するでし

ょうけれども、スペイン、ポルトガルは、マイナ

ーは自分たちもしようがないだろうと思うし、そ

こでちょっと調整できたら、むしろ楽かなという

感じで、ギリシャはもとより出ていかずに済んで、

調整もできるならば、ということだと思います。

イタリアは、ちょっとはメジャーだとか言うかも

しれませんが、イタリアは必ずや最終的には実需

をとるという思考でございますので、マイナーも

いいか、みたいな感じになっていくでしょうね。 

だから、ざっくり言えばそういう感じでござい

まして、大所ではドイツで、あと昔から入ってい

たベネルクスのような小国たち、そして、東ヨー

ロッパから入ってきたところとか、キプロスとか

マルタとか、あの辺はまあまあいけると思います。

小さいところは、要は経済運営がそれだけ小回り

がきくので、経済パフォーマンスの数合わせもや

りやすいということで、いま分けるとしたらそう

いう感じだろうなと思います。 

入れかえ戦で、お互いに戦い合う同士というこ

とではないですけれども、クリアすべきハードル、

経済上の物価上昇率とか金利とかというハード

ルを設けておいて、それを順次クリアしたものは

またメジャーに戻り、メジャーの中でもだめにな

ったものはまたマイナーのほうに落ちていく。そ

ういう経済パフォーマンスを基準にした入れか

えという格好になるであろうなと思います。 

ただし、その場合に、経済指標を基準にすると

いうときに気をつけなくてはいけないのは、特定

の数字をクリアできるかどうかというふうにや
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ってしまうのは間違いだと思います。それはやっ

ぱりそれぞれの国の実態との関わりで、違う数字

が出てきて当然なので、つじつまの合った経済の

回り方、経済運営になっているかどうかというこ

とが、入れかえを試すときの勘どころになる、そ

んな感じかなと思うところでございます。 

 

質問 通貨は 1つでいくんですか。 

 

浜 ユーロという通貨ですけれども、それが例

えばユーロＡ、ユーロＢというような感じになる、

そういうイメージです。 

 

質問 大変ヨーロッパの現状に対する厳しい

見方で、私は、個人的なことを申しあげますと、

サッチャーさんがイギリスの首相をやっておら

れるころ、ちょうどＥＭＳがスタートするころに

取材をしておりました。基本的には、問題の本質

はいまも変わっていないのかなと。先ほど浜さん

に対して、メルケルさんに例える話がありました

が、私はどうも、サッチャーさんの立場に近いの

かなというふうに話を聞いておりました。 

そういう流れからいきますと、いまアメリカも

ヨーロッパも日本も、1つの経済政策の行き詰ま

りという状況にあって、これには経済学の責任が

大変大きいのではないかと思うんですけれども、

浜さんにおかれては、もしも“ハマノミクス”と

いうようなものをつくられるとすれば、一番のポ

イントは何なんでしょうか。 

私はきょう理解しましたところは、格差の是正

なのかなというふうにピンときたんですけれど

も、これは最近、ノーベル賞経済学者のスティグ

リッツさんも、いまの世界経済で最大の問題は格

差の是正ではないかと。ヨーロッパ、アメリカ、

日本、共通の問題が格差是正ではないかと言って、

私は感銘を受けているんですけれども、その点に

ついて、コメントをいただきたいと思います。 

 

浜 ありがとうございます。いまのご指摘には

全く異論がなくて、本当に格差、そして格差が次

第に貧困問題を生み出すというような状況にな

っている、これが経済のグローバル化がもたらし

ている最大の陰の部分だろうというふうに思い

ます。格差や貧困というのは、それが政治の不安

定さ、そして民主主義体制の揺らぎにもつながっ

ていくということがありますから、そこは大きな

焦点であって、このグローバル時代というものは、

グローバル化という力学がおのずともたらす格

差という現象を上手に抑え込んでいく、そのこつ

を我々が見出すことができるかどうかによって、

あすが永遠の暗闇になるのか、新たな夜明けに向

かって扉を開くことにつながっていくのか、それ

が分かれていくと思うんですね。 

ですから、いかにこのグローバル時代を、奪い

合いの時代ではなくて分かち合いの時代に持っ

ていくか、というのが大きなポイントだろうなと

思います。 

そういう意味では、まさにおっしゃったとおり

だと思いますが、いまおっしゃったことについて

は、私としていろんな言い方ができるのでござい

ますけれども、せっかく私の本を紹介していただ

きましたので、その中に詳細を書いておりますが、

グローバル経済学がいままさに一番言うべきこ

と、焦点を当てるべきことは、これは『新・国富

論』というのですけれども、1つの我々が分かち

合うべき合い言葉があると思いますが、その合い

言葉とは何かというと、それはすなわち“僕富論”

から“君富論”への発想の切りかえということに

なると思います。“僕富論”というのは、僕の富

さえ増えればいい経済学。僕の富が増えるためだ

ったら何をやっても許される、この発想が全面に

出ていってしまうと、グローバル時代は最悪の結

末とともに終焉ということになると思います。 

そうではなくて、“君富論”、あなたの富を増

やすために自分は物を考えなければいけない、あ

なたの富が減らないように工夫しなければいけ

ませんね、とお互いに言い合える。そういう方向

に向かっていかない限り、いま、グローバル時代

というのはものすごく住みにくい時代のままで

終始すると思うので、いかに“君富論”を普及さ

せていくかということ。ちょうどこういう話にな

ったので、この際ですから、皆様にお願いが 1つ

ございますが、もしお許しいただければというこ

とですが、ここで私と 1つの契約を結んでいただ

ければありがたいと思います。 

いかなる契約であるかというと、皆様におかれ

て、本日このお部屋から一歩踏み出されましたそ

の瞬間から、この“君富論”の普及運動に全身全

霊を傾けていただい。皆様がこの“君富論”契約

を履行してくださいますならば、グローバル時代

というのは本当に住みやすい、分かち合いの時代

になっていくと思います。経済学も、エコノミス

トたちも“君富論”が実現することに向かって知

恵を絞っていくことが必要なのかな、そんなふう

に思う次第でございます。 
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質問 ヨーロッパがそういう状況で推移する

とすると、常識で考えれば、円高になるんだと思

うんですが、いま円安になっています。これは御

祝儀相場で、参議院選ぐらいまで行って、あとは

またドタンと円高になるのか、その辺は、日本と

ヨーロッパの関係をどういうふうにごらんにな

っていますか。 

 

浜 基本的におっしゃるとおりでありまして、

理屈として考えれば、円レートがどんどん円安に

振れていくということを正当づける要因という

のは全然ないと思います。何といっても日本は世

界最大の債権大国でありますから、そのような国

の通貨が買われる。そこに資産が集まってくると

いうのは当然であるし、片やアメリカは世界で最

大の債務国でありますから、その国の通貨の価値

が過大評価されるのはおかしい。したがって、ド

ルの価値が下がることに見合って円の価値が上

がっていくという、底流にはその力学が全く変わ

らずあるということだと思います。そして、もち

ろんユーロは存続している限りにおいてですけ

れども、非常に危なっかしくてしようがない通貨

でありますから、そこに金が集まる理由もない。

そういうふうに考えれば、明らかに資産が集まっ

てくる対象としては円が条件を全て整えている。

一段の円安修正、ドル高修正、そしてユーロ離れ

と進むのが一番自然な流れだというふうに――

円高ですね――それに逆らって円安の方向を追

求していくということは、結局のところ、日本が

仕掛け人となってグローバル為替戦争に火をつ

けるということになっていく、という問題もある

と思います。 

いまのアメリカにとっては、ドル高になっても

らっては非常に困るという状況があります。ＴＰ

Ｐをごり押しするということを含めても、アメリ

カは輸出立国でそこに活路を見出そうとしてい

るという状況ですから、そういう中にあっては、

ドルが高くなってもらっては困るわけです。日本

が円安を仕掛けるということになれば、負けては

ならじと向こうも仕掛けてくる。こんな状況でユ

ーロも上がってはたまらんというのはユーロ圏

ですし、中国もまたしかりでありますので、いま

の路線がずっと追求されていくと、日本発の為替

戦争の時代に突入ということにもなりかねない

なと、それもあわせて思うところでございます。 

 

質問 いろいろ勉強になって、ありがとうござ

います。先ほどもアベノミクスの将来について質

問がありましたけれども、これが破綻するという

か、バレるというか、そういう状況になるのはい

つごろのような感じでございましょうか。 

 

浜 早ければ早いほどいいという感じであり

ますが、そうですね、バレる。いまはまだ実際に

ばらまきとかが動き出していないので、それが動

いてくることによってしか化けの皮は剥がれて

こないわけですけれども、まあよく言われている

参議院選までで終わりというのは 1 つの目安か

もしれないと思いますが、いろんなことのつじつ

まが合わなくなってくるということがみえてく

るのは、半年もみていれば、まあわかるだろうと

いう感じでございます。 

 

司会 もし浜さんがという、さっきのメルケル

首相ではなくて、日本の首相だったら、格差是正、

脱デフレのために、具体的にはどのようなことを

なさるでしょうか。 

 

浜 一番近道的な足元でやるべきことは、私は、

賃金と金利を上げることだというふうに思いま

す。賃金が上がらないから、人々は物を買えない

わけであって、金利がゼロに張りついちゃってい

るから、人々は安心して物を買えないわけです。

金利が上がらない、金利がゼロのままという、こ

れは異様な姿であって、そのような条件のもとで

まともに経済が機能するはずがない。賃金が上が

らないということで、人々がそれこそ格差がなく

なる方向に人々の生活が動いていくわけはない

のであって、この 2つを上げる。一気に目をつぶ

って上げる、というのが答えではなかろうかなと、

私としては思っております。 

 

司会 大変勉強になりました。ありがとうござ

いました。またおいでください。皆様方、お寒い

中おいでいただきまして、ありがとうございまし

た。 

（文責・編集部）

 


